研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護福祉士　　氏　名　佐久間　ちえみ

	期　　間　　平成　20年　8月　25日　～　平成　20年　11月　11日　（うち34日間）

	出張目的　　平成20年　第3回認知症介護実践研修（実践者研修）

	出 張 先　　八戸市社会福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回の研修で、認知症高齢者の対応でのコミュニケーションがとても大切だと実感しました。今まで考えて行なっていた介護は“職員が考えて行なっていた”だけであり、利用者様が本当はどう思っているのか、何を求めているのかなど詳しく考えていなかったように思います。一方的な考えの押し付けで昔○○をしていたから…と余暇活動などの物事を職員が決め提供してしまう事があり、職員が作り上げた“利用者様らしさ”だったと思います。また、行動障害への対応もその場しのぎであり、何故そう思ったのか、今何を考えているのかなど“内的世界”を考えていませんでした。また、行動障害を「またか…」と嫌がり、理由を考えずに対応する事で、声掛けは疎かになり利用者様もますます状態が悪くなる…といった悪循環になっていたと思います。しかし、内的世界は他人には見る事が出来ません。想像するしかないのです。その為、利用者様の生活歴の把握や職員の柔軟な発想が必要となります。常に“なぜ？”“どうして？”と考え、職員同士で情報を交換し、様々な方面から考え実際に試してみる。選択肢を増やす事ができれば、少しでも利用者の内的世界へ近づくことができると思います。

　生活の捉え方として、普段の生活でも黙々と洗濯物を畳むことがあるから、レクリエーション（プログラム）が楽しいと感じる。日々の気分転換に…と職員が思って提供していても、その方に今必要なプログラムなのか、やりたい事なのか考える必要があります。職員の人数が少ない現状、個別プログラムを取り入れさらに個別に実施するのは難しいかと思います。しかし、それではプログラムの意味がないのです。プログラムに合わせて参加者を選ぶのではなく、その人に合ったアクティビティ（生活に定着した行動）を提供するのが大前提です。行動・可動域・理解度・難易度を含め、その方に“今何が必要か”“どうすれば出来るのか”を考える事をしなければならない。また、“できない事＝させていない事”とし職員が制限する事がないよう援助の仕方の工夫をしていく必要があり、利用者様の能力を見極める事、職員全員が利用者のアセスメントを行い、統一して実践へ繋げていく事が利用者様の生活が豊かになる事だと思います。

· 講義１日目　８月２５日（月）

＜1＞「認知症介護研修事業の目的及び認知症実践者研修の目的について」

講師　認知症介護指導者　グループホームあゆみの里　佐々木　奏　氏

・　他の職員をリードし、認知症支援の向上に資する力量を獲得する。

· 基礎ではなく、実践を求められている。⇒介護力をつける。

· その方の有する能力に応じて、自立した生活を営むことを支援できる人が求められる。

· ただ生きるだけの人生ではなく、豊かな暮らしの実現を手伝える人が求められる。

今後、高齢者が増えると共に、認知症高齢者も増えてくると予想されています。ニーズが多様化してくる中、職員の対応の工夫がとても重要になってくると感じました。

＜2＞ 「認知症に関する医学知識・心理理解」

講師　青森県立つくしが丘病院　院長　堀内　雅之　氏

　　

・　認知症とは…脳の器質性障害によって、一度発達した知能（精神、認知機能）が広範に持続的に低下した状態。と定義されている。

· その日その時その人によって、必要な治療方法は違う。⇒薬物療法・非薬物療法

認知症患者は、環境の変化にとても敏感である。つまり環境を整えれば、症状が軽減することもある。まずは、職員自身が生活環境の一部であることを認識しなければならない。

　＜3＞「認知症高齢者の家族の理解」

講師　八戸地域認知症者を抱える家族の会「やさしい手の会」副会長　石戸　育子　氏

　　

・①文集・会報の発行②学集会③啓発活動④交流会が活動内容。

· 幸せは、普通の事。１日１日を普通うに暮らすことであり、自宅から施設に入っても、場所が変わっただけのこと。入居者と家族の関係は変わらない。

　　地域社会が、認知症高齢者が安心して暮らせるようにすると共に、その家族も社会で支えて行かなくてはならない。

　＜4＞「生活の捉え方」

講師　青森県認知症介護指導者（介護老人保健施設サンライフ豊寿苑）　清水養子　氏

· 認知症高齢者を理解するという事は、その人が過去から現在に至るまでにどのような生活を送ってきたのかを知った上で理解する必要がある。

· アクティビティの適用⇒生活の基本は“褻（け）”の普通の日常の家事などであり、正月やお盆などイベントの“晴れ”と言われるものだけでは構成されているのではない。

日常の“褻（け）”があっての“晴れ”であり、その方にあった普段の生活を提供していかなくてはならない。そして、その方に合ったケアを行うにはその方の価値観や大切な物を理解しなくては出来ない。

· 講義　2日目　８月２６日（火）

＜1＞　「人的環境・住居環境・地域環境を考える」

講師　青森県認知症介護指導員　杏の里寄り合い所町畑の家　山田　葉子　氏

· 人的環境…職員は認知症という病気を持った「人」と支援する。⇒問題行動をみるのではなく、本人「人」を見る。

· 住居環境…集団の中の中心ではなく、一人ひとりが中心の環境作りが必要。

· 地域環境…地域特有の地理、風土の活用。買い物や散歩など社会参加。

利用者様一人では、環境を整えるのは困難である。その為、利用者様を理解し、何を望んでいるのか、何でその行動を行なったのかを職員は考え、本人が望んでいる環境を整えて差し上げることが大切。

＜2＞　「意思決定支援と権利擁護」

講師　青森県社会福祉士会　事務局長　三上　富士子　氏

· 権利擁護「個人の尊重」⇒日常生活利用支援事業、成年後見制度の制度理解、制度の活用

· 苦情解決制度…利用者・その家族は、お金でサービスを買っている。苦情を言う権利がある。

利用者様の権利を尊重する為に、施設職員は制度の理解をし、利用者様やご家族へ制度の説明・活用への支援を行なっていかなければならない。

＜3＞　「生活の質とリスクマネージメント」

講師　青森県立保健大学　教授　社会福祉学科長　大和田　猛　氏

・リスクマネージメント…今までは、転倒・転落・火傷など。

現在は…良質かつ適切なサービス、意向の尊重、尊厳の保持、権利擁護として考えられている。

· 介護事故を防ぐ為に、個々の行動の把握、予想しておかなければならない。

· 施設は利用者にとって

①色々な理由で、自分たちの意に反して生活する場。

②障害以前に人間性を重視したケアを追及する場

③自発性や可能性を引き出し提供する場

　　・施設はご家族にとって、安心・安全の場所。

　　生活の質を上げる為の対応を考えると共に、事故を未然に防げるように利用者様に関するアセスメントを適切に行うことが重要。

· 講義　3日目　８月２8日（木）

＜1＞　「認知症介護の基本理念の構築」

講師　青森県認知症介護指導者（居宅介護支援事業所　八戸介護相談センター）　竹ノ子　和男　氏

· 基本理念…職員全員で話し合い、ケアの方向性を考える。

①個人、チーム、組織の道しるべ

②現状を評価する際の基準

③全体の目標であり目的地

④本人、ご家族、介護者の思いを文章化したもの

· 理念を元に職員間の振り返り⇒ケアへ不安を持ったら理念を読み、何が大事か考える。

利用者様やご家族の意向を尋ねると共に、管理者・リーダーは、職員の意見（考え）をどれだけ引き出せるかが焦点。

　　理念は抽象的にではなく、具体的に解りやすく設定することで、職員が振り返る際に考え易く、ケアへの見直しへと感じた。

＜2＞　「生活のアセスメント」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホーム天寿園）　工藤　美智子　氏

· 認知症高齢者を①客観的・②主体的ＱＯＬの両面から、客観的に理解する事が重要。

1 本人の生活の質が向上すると思われるもの（周囲から見て判断できる）

2 本人が考えたり、感じたりする生活の質で、本人の満足度・精神的安定・生き甲斐・生活の張りなど。（基本的には本人が望む生活に関するＱＯＬ）

・利用者様の内的世界を読む⇒行動障害にも理由がある。介護者側とのズレが生じると不穏状態や行動障害の増強となる。

⇒その誤差を埋めるために「アセスメント」が必要となる。

職員が思っている以上に、認知症高齢者は色々なことを考えている。そのため、職員の一方的な考え方で利用者様を不安な状態にしてしまう。

＜3＞ 「支援の方法　センター方式」

講師　青森県認知症介護指導者（グループホームあゆみの里）佐々木　奏　氏

· 利用者様本位の徹底と具体化…常に利用者を主語にし記入し、利用者様本位の考え方に導かれる。

· 継続的な暮らしの支援…２４時間の暮らしの流れに沿って点検し、継続ケア、予防ケアを意図した支援策が作られる。

＊活用ポイント5つの視点＊

1 私らしいあり方

2 私の安心・快

3 私の力の発揮

4 私にとっての安全と健やかさ

5 私が自分の暮らしを続けてゆく

大切なことは、ケアプランをみんなで実践すること。

→情報収集や気づきを寄せあい、利用者が豊かに暮らしていく為のケアの実践を生み出していく。

· 講義　4日目　８月２９日（金）

＜1＞ 「コミュニケーション技法」

講師　青森認知症介護指導者（特別養護老人ホーム福寿草インスプリング）　森　忠義　氏

· コミュニケーション：共有する、理解しあう

　　　大切なのは、伝えたかどうかではなく、伝わったかどうか、理解しあったかどうかが大切!!

・認知症高齢者の人の言語によるコミュニケーションは難しいことが多い。

　→ボディーランゲージ（体言葉）を理解することも大切になる。（○○な仕草、表情がないときは○○と訴えている事が多いなど）

・技法　　　座り方：同じ目の高さ、もしくは下げて接する

　　　　　　　間　：相手に合わせたペース

　　　　　　距離　：近すぎず、距離を開けすぎない

・ペーシングの活用をし、相手に合わせる。

→・態度・声の調子・相づち・感嘆詞・接続詞、反復

単にコミュニケーション＝話しをする、交流するではなく、利用者様が職員へ何を伝えたいのかを言葉や言葉以外の表現で受けとめなければならない。気持ちを話して受け止めるには、周りの環境や職員の言動がとても大切で、発した言葉の裏に隠れている気持ちを読み取る能力が必要になってくる。

＜2＞ 「援助関係を気づく演習」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホーム福寿草インスプリング）　森　忠義　氏

· 演習の意義…利用者の立場（演じ）になって、自分の行為を見直す。

　　　　　　　　場面対応力や応用動作の習得。　【出来る⇒している活動】

※本気になって行わないと、変化はしない。見直せない。

※実際行なってみないと、間違いが気付けない!!

　　基本を知っていても、実際に出来ないと意味がない。利用者様は全て同じ反応をとるわけではないので、様々な方法を見出していかなければならない。日常的な職員の情報共有が大切になる。（精神・身体面）

　

＜3＞　「自己課題設定」

講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホームひばり苑）　奥本　統一　氏

· 事例…他者に場面がわかるように場面をそのまま切り取る（逐語式）。

· ケアの事実…接し方や改善した方がいいと思った行動

· 影響…悪影響を客観的に。なぜ、どうしてを仮定(想像)する。

· 目的…改善された時、どのようになるのか。（良い影響）

· 目標…介護者が具体的にどのように行動するのか。

　　　　　　　何を、いつまで、どのレベルまでを明らかにする。

· 具体的行動計画…なぜ、なにを、だれが、いつ、どのように、誰に、どのように、どれくらい

※以上の事を踏まえて、自己課題を設定する。

　　自己課題は自分で行う。自分の気持ちの変化をきちんと自分で解るようにする。

· 講義・演習　5日目　8月30日（土）

＜1＞　「実習課題設定」

講師　講師　青森県認知症介護指導者（特別養護老人ホームひばり苑）　奥本　統一　氏

· 実習の意義…なぜか？どうしたらいいのか？これで良いのか？と考える習慣

　　　　　　　実践者として自己を振り返る習慣

　　　　　　　　受感性を磨き相手の立場で考える習慣

· 実習の目的…他施設の中での自己課題設定との比較、新たな知見、気付いた課題に対しての自

　　　　　　己課題解決法の提案

実習先の職員（リーダー）からコミュニケーションをとらせていただく入所者様の情報収集。

既往歴、生活歴、日中の様子、疼痛の訴えなど。

それを踏まえて、どのようにコミュニケーションをとるか計画を立てる。

　　

· 実習　9月1日（月）

実習場所　特別養護老人ホーム　修光園　　

1 オリエンテーション

・私を含め2名での実習でさせていただきました。

2 施設見学

· 建物は古く場所によっては狭く感じました。

· 短期入所介護を利用される方のベット脇や出入り口には徘徊センサーが設置されていました。

3 自己課題設定の作成と確認

· 自己課題の見直しや補足。

4 昼食12：00～13：00

5 入所者様とのコミュニケーション（一時間半）

・今回89歳の女性の方との交流を図らせて頂きました。

頻繁にナースコール（5～10分）で身体の疼痛を訴える。

話しをすることは好きな様子だが、声が小さい（元々小さいが、だんだんと小さくなる）⇒上手く伝えれなく、イライラしている様子。

日中はスタッフルームで過ごされているなど事前に情報を頂ました。

・交流開始時には、食後であり疲れた様子で臥床されていました。

・また4人部屋であり、隣のベッドの方の喀痰の音で会話が何度も中断してしまい、後半は伝わらないと感じてしまったのか、笑顔で頷き話を止めてしまわれました。

・普段接しない方への対応では瞬時に言葉が出ずコミュニケーションの難しさを痛感しました。

6 振り返り

· 担当者とコミュニケーションの振り返りをしました。普段施設での関わりに時間を多く費やせなかったため、私たち実習生から新しい話しを聞けた（電話交換士時代の仕事や息子様の話しなど）とのことで、今後のコミュニケーション時に活用して行くと話しておりました。

· 普段接触していない方とのコミュニケーションは新鮮であるも不安で、とても大変でした。これが認知症高齢者であったとしたら、常に不安が広がっているんだと感じました。

⑦終了

●職場実習　9月5日（月）～10月5日（金）　　　4週間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南寿の里「雲の家」にて実施

自己課題設定、その他は別紙にて報告いたします。

· 別紙１…自己課題　　　　２枚

· 別紙2…研修報告書　　１枚

●報告会　11月11日（火）

　この報告会では、各所属施設で行ってきた自己課題研究の発表やそれに対しての質問・評価を行いました。

　発表では、今まで利用者様の行動を理解せず“問題行動”として受け取り、なぜそういう行動（言動）となったのかを気付き、考え、行動に移した事により改善された事例が多く、とても参考になりました。それは職員本位のつもり介護だったからだであり“なぜ”を考える事が大切だと感じました。

南寿の里の入居者様個人個人にどのような対応（ケア）があっていうのか職員と話し合い、柔軟に考え選択肢を広げていきたいです。
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